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教育大綱関連事業の平成２８年度の成果と今後の取り組みについて 

◆幼児期の取り組み 

子どもの健やかな成長に向けた切れ目のない支援を推進します      （決算額：12,137,640 千円）  

＜主な事業＞ 

◎民間保育所建設・増設支援事業（ほいく課） 

 

 

 

 

（決 算 額） 

○小児医療費助成事業（こども総務課）           ・・・ 741,390千円 

○児童扶養手当支給事業（こども総務課）          ・・・ 779,765千円 

〇私立幼稚園就園支援事業（ほいく課）           ・・・ 335,077 千円 

○屋内こども広場事業（ほいく課）             ・・・  93,936千円 

○病児保育事業（ほいく課）                ・・・  32,329 千円 

○認定こども園整備事業（ほいく課）            ・・・  47,550千円 

○出産費用助成事業（すくすく子育て課）          ・・・   5,253千円 

○家庭児童相談事業（すくすく子育て課）          ・・・  15,703千円 

○ファミリーサポート事業（すくすく子育て課）       ・・・  12,022千円 

○児童発達支援事業（すくすく子育て課）          ・・・ 511,520千円 

○こども食堂支援事業（こども・青少年課）         ・・・     351千円 

目的 民間認可保育所の設置等を支援し、保育所入所待機児童の解消を図ります。 

手段・手法 
・社会福祉法人等の保育所設置認可申請等の手続きを支援します。 

・社会福祉法人等に対して補助金を交付します。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

 

 

指標 新設保育所 既存保育所 地域型保育事業 

目標 2個所 1箇所 5箇所 

実績 3箇所 0箇所 5箇所 

保育所を整備し子どもを安心して育てることができる環境の整備を図りました。 

＜事業内容（補助金活用整備）＞ 

・保育園おそらのぽっけ、大和南林間雲母保育園、 

まなびの森保育園中央林間、とこちゃん保育園、なないろ保育園、 

大和くれよん保育園 

＜事業内容（自主財源整備）＞ 

・こひつじ保育室、プリンス保育園南林間 

H29 年度の

取り組み 

・４園の整備に対して補助を行います。 

内訳：認可保育所 新設１園、小規模保育施設 新設３園 

・また、自主整備の小規模保育施設２施設と既存認可保育所３施設の定員

拡大を含め、計１８０名分の定員拡大を予定しています。 

H30年度の 

方向性 

・民間保育所等に係る施設整備に対する補助の実施 

H27決算 

384,475千円 

H28予算現額 

377,104千円 

H28決算 

304,655千円 

H29予算 

231,565千円 

H30 実施計画

（概算） 

315,700千円 

資料２ 
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◆義務教育期の取り組み 

夢や目標に向かってたくましく生きる子どもを育てます             （決算額：996,799 千円）  

＜主な事業＞  

◎放課後児童クラブ事業（こども・青少年課）  

 

 

 

 

 

 

 

  

目的 
放課後に留守家庭の児童を預かり、異なる学年の子どもたちが一緒になっ

て遊びや物づくりを行うことができる安全な生活の場所を提供します。 

手段・手法 

・小学校の余裕教室等を活用し、資格を有する支援員等により児童クラブ

の運営を行います。 

・公営児童クラブのない学区（南林間小学校、西鶴間小学校）について

は、民営の児童クラブに業務を委託します。 

・公営及び委託民営児童クラブに入会できない児童（入会保留児童）を受

け入れた他の民営児童クラブについては、その人数により、市から運営補

助金を交付します。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

 

 

指標 
入所児童数 

（公営） 

入所児童数 

（民営委託） 

入所児童数 

（民営補助） 

目標 1,249人 110人 154人 

実績 1,214人 110人 187人 

・公営児童クラブ       ： １７クラブ（２４ヶ所、３１クラス） 

・民営児童クラブ事業委託 ： ２クラブ 

・民営児童クラブ運営補助 ： ５クラブ 

H29 年度の

取り組み 

・公営児童クラブの実施、民営児童クラブの委託、運営補助を通して、児

童の安全な生活環境を整えています。 

H30年度の 

方向性 

・公営児童クラブの実施 

・民間児童クラブの委託 

・民間児童クラブの運営補助 など、児童の受け入れ体制の整備 

H27決算 

256,335千円 

H28予算現額 

300,397千円 

H28決算 

288,975千円 

H29予算 

304,104千円 

H30 実施計画

（概算） 

304,000千円 
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◎学力向上対策推進事業（指導室）  

 

 

 

 

 

 

（決 算 額） 

○放課後子ども教室管理運営事業（こども・青少年課）    ・・・ 41,862千円 

○こども体験事業（こども・青少年課）           ・・・  1,397千円 

○学校給食費助成事業（保健給食課）            ・・・  9,240千円 

○特別支援教育推進事業（指導室）              ・・・ 78,824千円 

○就学相談事業（指導室）                  ・・・  3,828千円 

○外国人児童生徒教育推進事業（指導室）          ・・・  8,391千円 

 

  

目的 
児童生徒への学習支援を行うとともに、特に小学校の若手教員の指導力

を養うことで、総体的に学力の向上を図ります。 

手段・手法 

・小学校において、「放課後寺子屋やまと」「夏休み寺子屋」を開催し、児童

の予習復習等の学習支援を行います。 

・小学校教員の指導力向上のための支援を行います。 

・中学校において、授業中及び放課後の学習支援を行います。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 放課後寺子屋やまとの開催校 中学校学習支援の開催校 

目標 19校 1校 

実績 19校 1校 

・市内小学校全校において、学校の空き教室等を活用して児童が予習復

習等を行う放課後寺子屋やまとを開催しました。あわせて教員の授業力

向上のための支援を行いました。 

・夏休み寺子屋を市内全小学校で各校２０回（１０日）開催しました。 

・中学校ではパイロット校（下福田中）で、授業中及び放課後の学習支援を

行いました。 

H29 年度の

取り組み 

・「放課後寺子屋やまと」「夏休み寺子屋」を小学校全校で開催していま

す。 

・中学校全校で、授業中、放課後の学習支援を全校で実施しています。 

・中学校１年生を対象とした少人数学習支援を全校で実施しています。 

H30年度の 

方向性 

・小学校全校で「放課後寺子屋やまと」「夏休み寺子屋」の開催 

・小学校若手教員を中心とした指導 

・中学校全校で、授業中、放課後の学習支援の実施 

・中学校１年生への少人数学習支援の実施 

・中学生への休業日の学習支援実施（予定） 

H27決算 

58,069千円 

H28予算現額 

87,803千円 

H28決算 

82,569千円 

H29予算 

137,480千円 

H30 実施計画

（概算） 

147,000千円 
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創意に満ちた活力ある教育環境を整えます                   （決算額：2,500,711 千円）  

＜主な事業＞    

◎小中学校大規模改修事業（教育総務課） 

 

 

 

 

（決算額） 

○小中学校防音設備整備事業（教育総務課）         ・・・ 350,917千円 

○学校給食設備整備事業（保健給食課）           ・・・  48,628千円 

  

目的 
児童生徒及び学校関係者の学校生活における教育環境の向上を図りま

す。 

手段・手法 

・建設年度及び現在の状況を総合的に判断し、学校施設の改善や設備の

新設・更新を行います。 

・文部科学省「学校施設環境改善交付金」の対象事業となるものについて

は、「施設整備計画」を策定し、整備を行います。 

H28年度の 

実績（成果） 

等 

指標 
小中学校大規模施設改修の 

整備・改善件数 

施設整備計画 

目標 16件 2件 

実績 20件 2件 

・市立小中学校における老朽化した施設の整備・改善を行いました。 

＜事業内容＞ 

 防球ネット設置工事（大野原小学校） 

 プール受水槽改修工事（大野原小学校） 

 トイレ改修工事（下福田小学校、福田小学校、文ヶ岡小学校、 

大和東小学校、下福田中学校） 

 給排水設備改修工事（下福田中学校） 

 非構造部材耐震改修工事（渋谷中学校） 

 その他 

H29 年度の

取り組み 

・トイレ改修工事、防球ネット設置工事、給水設備改修工事など、計画的に

施設・設備の更新を行っています。 

H30年度の 

方向性 

・トイレ改修工事（男子トイレ個室化、体育館） 

・体育館屋根改修工事  

・その他 

H27決算 

154,922千円 

H28予算現額 

979,807千円 

H28決算 

381,302千円 

H29予算 

734,853千円 

H30 実施計画

（概算） 

776,000千円 
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いじめ・不登校問題の解消に真摯に取り組みます                 （決算額：82,115 千円）  

＜主な事業＞  

◎いじめ・不登校等対策事業（指導室）                                  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

（決算額） 

○青少年相談･街頭補導事業（青少年相談室）         ・・・ 47,632 千円 

○不登校児童生徒援助事業（青少年相談室）           ・・・ 17,654千円 

 

  

目的 
市立小中学校におけるいじめの撲滅を目指すとともに、不登校児童生徒

の減少を図ります。 

手段・手法 

・いじめ防止を学校指導者・地域で考え、行動に移せるよう教育フォーラム

や教職員を対象とした研修会を開催します。 

・学級集団の状態や個人の成長の様子を客観的に把握し、より良い集団

づくりやいじめ・不登校の防止に役立てるために学級集団アセスメントテ

ストを実施します。 

・全小中学校に対して児童・生徒指導研修会（訪問研修）を実施します。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 リーフレットの配布枚数 フォーラムの開催回数 

目標 4,500 枚 1回 

実績 4,500 枚 1回 

・学校訪問を行い、いじめを生み出さない環境づくりと児童生徒の小さな変

化を見逃さないよう研修を行いました。  

・全小学５年生・全中学１年生対象の学級集団アセスメントを実施しました。 

・全小学校に児童支援中核教諭を配置しました。 

・大和市のいじめ防止基本方針に基づき、いじめ問題対策連絡協議会

や、いじめ問題対策調査会を定期的に開催しました。 

・保護者対象に、いじめ問題防止リーフレットの配布や、不登校を考えるフ

ォーラムを開催しました。 

H29 年度の

取り組み 

・全小学５年生・全中学１年生を対象に学級集団アセスメントテストを実施し

ています。 

・学級集団アセスメントテストの結果を活用するための研修を、全小中学校

の教員を対象に各１回実施しています。 

H30年度の 

方向性 

・いじめ、不登校に関するフォーラムの開催 

・児童支援中核教諭の配置（全小学校） 

・学級集団アセスメントテストの実施（全小中学校：小５年、中１年） 

H27決算 

13,275千円 

H28予算現額 

17,838千円 

H28決算 

16,749千円 

H29予算 

18,706千円 

H30 実施計画

（概算） 

18,700千円 
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国際社会での活躍の礎となる英語力や国際感覚を育みます         （決算額：107,137 千円）  

＜主な事業＞     

◎英語教育推進事業（指導室）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（決算額） 

○海外友好都市交流事業（国際・男女共同参画課）          ・・・  4,783千円 

○国際化推進事業（国際・男女共同参画課）         ・・・ 13,637千円 

  

目的 
外国語を通して積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度、言語、文

化について理解を深めるコミュニケーションの向上を図ります。 

手段・手法 

・小学校外国語活動を充実させるため、外国語の音声や基礎的な表現に

慣れ親しむことを目的に、外国語を母語とする外国語活動指導助手を配

置します。 

・中学校の英語指導を助けるため、外国語の英語指導助手が各中学校を

巡回し、指導にあたります。 

・小学校英語学習の全面実施を見据え、英語教育推進のための事業委託

を行います。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 
外国語活動指導助

手派遣回数 

英語指導助手派遣

回数 

小学校英語学習実

施校 

目標 1,527回 618回 19校 

実績 1,456回 630回 19校 

・市内中学校へ英語指導助手、小学校へ外国語活動助手を派遣します。 

 小学校 5，6年生：年間 35時間、3，4年生：年間 15時間 

      1，2年生：年間 5 時間、特別支援級：年間 2時間程度 

・中学校外国語教育、小学校外国語活動の充実に向けて、引き続き英語

教育スーパーバイザーを配置します。 

・小学校外国語活動の充実に向けて、市内の全小学校において英語教育

推進のための業務委託を行います。 

H29 年度の

取り組み 

・外国語活動について、小学校３・４年生の年間時間を増やして実施して

います（15時間⇒１７時間）。 

・授業の成果を生かし、英語に興味関心を持つ機会として「English Day」を

開催しました。 

・パイロット校（南林間小、桜丘小、引地台小）の成果を踏まえ、全校におい

てモジュール学習の時間を利用したチャンツを導入しています。 

H30年度の 

方向性 

・小学校へ外国語活動指導助手を派遣 

・中学校へ英語助手を派遣 

・短時間学習の実施 

・「English Day」の開催 

H27決算 

39,358千円 

H28予算現額 

89,202千円 

H28決算 

88,717千円 

H29予算 

80,229千円 

H30 実施計画

（概算） 

87,800千円 
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時代に即した先進的な情報教育を実施します                   （決算額：248,534 千円）  

＜主な事業＞    

◎教育用コンピュータ整備事業（教育研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目的 
教育の情報化を推進するため、コンピュータ機器等の整備と保守を行いま

す。 

手段・手法 

・小中学校のコンピュータ教室等に設置した教育用コンピュータの保守管

理を業者に委託します。 

・校務用及び教育用コンピュータを教員数や児童生徒数、及び活用方法

により適正な配置、整備を行います。 

H28年度の 

実績（成果） 

等 

指標 
保守管理コンピュー

タ台数 

校務用コンピュータ

台数 

教育用コンピュータ

台数 

目標 3,454台 1,095台 2,359台 

実績 3,454台 1,095台 2,359台 

・小中学校のコンピュータ教室等に設置した教育用コンピュータの保守管

理を行います。 

・ICT機器を有効活用するため、ＩＣＴ支援員を配置します。 

・校務用コンピュータの保守管理を行います。 

H29 年度の

取り組み 

・引き続き、小中学校のコンピュータ教室等に設置した校務用及び教育用

コンピュータの保守管理を行います。 

・整備した各種機器類を有効に活用し、授業を円滑に行うため、各小中学

校にＩＣＴ支援員を配置します。 

H30年度の 

方向性 

・小中学校内コンピュータ、LAN機器、タブレット端末のリース 

・特別支援学級のタブレット型コンピュータのリース 

・コンピュータの保守管理 

・ＩＣＴ支援員業務委託 

・プログラミング教育支援 

H27決算 

233,565千円 

H28予算現額 

242,013千円 

H28決算 

239,765千円 

H29予算 

244,563千円 

H30 実施計画

（概算） 

285,000千円 
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◆幼児期～義務教育期～青年・成人期の取り組み 

健康に関する教育を推進します                           （決算額：336,466 千円）  

＜主な事業＞           

◎妊婦健康診査事業（すくすく子育て課） 

 

 

 

（決算額） 

○４ヶ月児健康診査事業（すくすく子育て課）         ・・・ 5,693 千円 

  

目的 妊婦健康診査に係る費用の一部を負担し、定期的受診を勧めることで、母

子の適切な健康管理ができるようにします。 

手段・手法 ・妊娠中および産後の医療機関への受診を促すために、妊婦健康診査受

診票を母子健康手帳交付時に併せて交付し、妊娠期間中に 14回、妊婦

歯科健康診査受診券を妊娠期間中に 1回公費助成します。 

・受診結果に基づいて、事後指導を行います。 

・定期的に受診できるよう、随時 PR活動を行います。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 周知方法（PR回数） 妊婦健康診査受診率 

目標 2,300 回 96％ 

実績 2,216 回 94.8％ 

・医療機関等において受けた妊婦健康診査費用の一部を助成しました。 

・また、妊婦歯科健康診査費用の助成を実施し、妊婦健康診査の充実を

図っています。 

＜健診実績＞ 

 10,000 円券（1回目）       2,042 人 

  4,000 円券（2～14回）     22,575 人 

 妊婦歯科健康診査         527人 

H29年度の

取り組み 

・妊婦健康診査費用の助成額を充実させています。 

（１万円の助成券を１枚から２枚に変更） 

H30年度の 

方向性 

・妊婦健康診査費用の助成 

・妊婦歯科健康診査費用の助成 

H27決算 

123,008千円 

H28予算現額 

130,624千円 

H28決算 

118,256千円 

H29予算 

144,106千円 

H30 実施計画

（概算） 

146,000千円 
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あらゆる世代の知性を高め人生を豊かにする読書活動を促進します   （決算額：1,188,967 千円） 

＜主な事業＞         

◎図書館管理運営事業（図書・学び交流課）    

 

 

 

 

 

  

目的 図書館の円滑な管理運営を行います。 

手段・手法 

・指定管理者制度を活用し、図書館の管理運営を行います。 

・図書館の運営に必要なインフラの管理をします。 

・各学習センター図書室で必要とする消耗品等を計画的に調達します。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 指定管理者との協議回数  

目標 12回  

実績 21回  

・新図書館の円滑な管理運営を図るため、指定管理予定者とともに開館に

向けた準備を進めました。また、施設開館後は、指定管理者による管理

運営を開始しました。 

＜事業内容＞ 

◇開館前 

・開館準備業務の実施（図書資料配架、IC タグ貼付・エンコード作業等） 

・初度調弁の購入（閲覧席等什器、視聴覚機器、紙芝居舞台等） 

◇開館後 

・指定管理業務の実施（指定管理者「やまとみらい」） 

H29年度の 

取り組み 

・文化創造拠点シリウスに移転した新図書館の管理運営に係る業務を行う

ほか、中央林間図書館の開館準備業務を行っています。 

・シリウスの本館を中心として、図書館施策のさらなる推進に向けた業務を

行っています。 

H30年度の 

方向性 

・指定管理委託 

H27決算 

42,404千円 

H28予算現額 

241,132千円 

H28決算 

234,195千円 

H29予算 

502,334千円 

H30 実施計画

（概算） 

532,000千円 
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◎小中学校図書館教育推進事業（指導室）  

 

 

 

 

 

 

 

  

目的 学校図書館の機能を十分発揮できるよう、図書環境の充実を図ります。 

手段・手法 

・国が定める学校図書館図書標準に基づき、計画的に図書を購入します。 

・各小中学校の学校図書館に学校司書を配置します。 

・学校図書館に配架している新聞を普通教室にも配架します。 

・子どもたちの読書活動推進のため、読書フェスティバルを開催します。 

H28年度の 

実績（成果）

等 

指標 学校図書館蔵書数 学校図書館図書標準充足校 

目標 339,040 回 28校 

実績 345,343 回 28校 

・市内全小学校 5，6年生の普通学級及び、全中学校の普通教室に新聞

を配架しました。 

・学校図書館の環境整備とともに、電算管理システムを活用し、生徒の学

校図書館を有効に活用できるよう努めました。 

・国が定める学校図書館図書標準に基づき、計画的に図書を購入しまし

た。 

・各小中学校に学校司書を配置しました。 

・読書フェスティバルを開催しました。 

H29年度の 

取り組み 

・生徒が学校図書館を有効に活用できるよう、各小中学校の学校図書館に

検索用パソコンを１台増設していきます。 

H30年度の 

方向性 

・計画的な図書の購入 

・全小中学校への学校司書の配置 

・蔵書の電算管理システムの運用 

・全小学校 5，6年生の普通教室及び、全中学校の普通教室への新聞 

配架 

H27決算 

76,303千円 

H28予算現額 

74,486千円 

H28決算 

73,040千円 

H29予算 

91,369千円 

H30 実施計画

（概算） 

81,700千円 
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市民の豊かな心を育む生涯学習を推進します                  （決算額：3,339,407 千円）  

＜主な事業＞    

◎地域スポーツ推進事業（スポーツ課） 

 

 

 

 

（決算額） 

○美術鑑賞推進事業（文化振興課）             ・・・   6,478 千円 

○文化芸術振興事業（文化振興課）             ・・・  14,497 千円 

○芸術文化ホール管理運営事業（文化振興課）        ・・・ 432,344 千円 

○文化創造担い手育成事業（文化振興課）          ・・・   1,554 千円 

○講座等開催事業（図書・学び交流課）           ・・・   6,571 千円 

○生涯学習センター管理運営事業（図書・学び交流課）    ・・・ 145,873 千円 

○スポーツ教室開催事業（スポーツ課）           ・・・   4,808 千円 

○女子サッカー推進事業（スポーツ課）           ・・・  10,029 千円 

目的 
市民が主体的にスポーツに取り組み、世代を超えた交流が促進されるよ

う、地域スポーツの推進を図ります。 

手段・手法 

・スポーツ関連のイベントを実施し、様々な場面で「する」「みる」「支える」そ

れぞれの分野から、スポーツに親しむことができる機会を提供します。 

・総合型地域スポーツクラブの活動を支援します。 

・市内スポーツ情報を一元的に発信し、より効果的な市民への情報提供を

行います。 

H28年度の 

実績（成果） 

等 

指標 総合型地域スポー

ツクラブ設置数 

「夢の教室」実施  

クラス数 

出前講座「スポーツだ

いすき！」実施回数 

目標 3団体 110 クラス 15回 

実績 3団体 105 クラス 17回 

＜事業内容＞ 

・「夢の教室」（スポーツ現役選手、OB・OGなどの講義や実技） 

市内小中学校 28校 105 クラス            3,709人 

・「トップスポーツ観戦デー」（イースタンリーグ）   1,503人 

・出前講座「スポーツだいすき！」（17回）        503人 

H29年度の 

取り組み 

・多くの方がスポーツに親しめるよう、引き続き、「夢の教室」「トップスポーツ

観戦デー」などを実施しています。 

H30年度の 

方向性 

・「夢の教室」開催 

・総合型地域スポーツクラブの創設、活動支援 

・「トップスポーツ観戦デー」の実施 

・スポーツボランティアの育成 

H27決算 

11,906千円 

H28予算現額 

11,327千円 

H28決算 

10,029千円 

H29予算 

10,990千円 

H30 実施計画

（概算） 

11,000千円 


